
 

業  種 海運（貨物） 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用 

テ ー マ 用船乗組員の報告モチベーションを高める情報収集・展開の取組み 

取組の狙い ヒヤリ・ハット報告を通じた本社と用船船主・乗組員との円滑なコミュ

ニケーションの実現のため、ポジティブ表現やイラストの活用などの工夫

により、乗組員に読んでもらえる報告書をフィードバックすることで、内

容への理解を高め、一人ひとりの危険の意識レベルの向上と報告するモチ

ベーションの維持を図る。 

 

具体的内容 【取組みのキッカケ】 

 事業の大半が用船による運航（約 150 隻）であり、用船は、組織規模

や船舶の大きさ、航行区域、乗組員の配乗形態の違いなどから、用船

乗組員の安全意識に差が生じており、意識の底上げによってこの差を

小さくしていきたい。 

 走錨衝突事故等の重大事故・重大トラブルの再発・未然防止のために

は、安全運航が必須であることから、船主と乗組員の危険感受性を高

め、危険予知・回避行動を促進するために、ヒヤリ・ハット情報を積

極的に収集して活用したい。 

 

【実施に当たって思案等した点】 

強制ではなく自主的な報告により収集件数を増やし、事故等の未然防止

に繋げたいとの思いから、以下のことを重視した。 

(1) 報告内容を指導対象としての戒めではなく、「事故になる前に気が付

いてくれてありがとう」との感謝を伝えることで前向きに報告しても

らいたい。 

(2) 情報を展開する際は、乗組員が興味深く内容を読んで理解してもらう

ことに重点を置いた方法で伝達したい。 

 

【ヒヤリ・ハット情報の収集・展開の取組み】 

(1) ヒヤリ・ハット情報の収集 

 ヒヤリ・ハット情報が前向きなイメージとなるように、「無事故に向

かって～摘み取ろう 事故の芽～」に改名するとともに、名称の意図

する意味と目的等を用船船主・船舶に広く説明 

 ヒヤリ・ハットを「事故に至る可能性があった出来事を未然に発見

し、防ぐことが出来た事象」と定義し、自社のクライテリアとして

自社船・船主・船舶に周知 

 情報は、“船舶→船主→本社”と共有 

⇒ 船舶から収集した情報は、船主が「その気づきが事故防止につな

がった」などポジティブな船主コメントを付して本社に提出 

⇒ 本社は、共有すべき情報や注意喚起すべき優先順位の高い事例、

対応を急ぐ案件に対して、状況説明のための写真やイラストなど

を加えるとともに、「鶴見サンマリンコメント」として、報告への



 

 

 

 

 

 

感謝とともに、オペレーターとして期待している対応方法などを

記載 

⇒ 本社で策定した応急措置策・未然防止策は、時間を置かずに船主・

船舶にフィードバック 

 特に水平展開して事故の未然防止に活用すべき事例を優秀事例とし

て選出し、「無事故に向かって優秀事例～気づきの泉～」として「鶴

見サンマリン安全月報（毎月発行）」に掲載・共有するとともに、報

告者に対して表彰と副賞（クオカード）を贈呈 

(2) ヒヤリ・ハット情報の展開 

 本社安全管理の担当者によって、情報を分類・整理するとともに、

共有すべき情報等を「ヒヤリ・ハット事例集」に取りまとめて、船

主及び船舶に展開して活用するとともに、社内イントラに掲載 

 広く周知させるべき事例や、対策の効果があると思われる事例につ

いては、「鶴見サンマリン安全月報」に掲載して部内（グループ会社、

用船の船主・船舶含む）・部外（荷主等）の関係各所に周知 

 

取組の効果 【取組みの効果】 

(1) ヒヤリ・ハット情報の名称をポジティブなイメージの名称に変更した

ことや、名称の意図や取組みの目的を広く説明したこと、優秀事例を

共有することで、「会社が報告して欲しい事例（事故・トラブルに至る

前に危険の連鎖を断ち切り、回避出来た事例）」が報告されるように

なってきた。 

(2) 報告者への報奨制度等の導入により報告への抵抗感が払拭され、報告

件数が大幅に増えている（現在は年間 1,000 件前後で推移）。 

(3) 担当者は、写真やイラストは、視覚的に引き付ける効果が大きく、親

しみやすさから船員がヒヤリ・ハットの内容を読むキッカケとなり、

回避すべきリスクを理解するのに役立っていると認識している。 

(4) 本取組を荷主にも伝達することで、荷主の安心感につながっている。 

 

【今後の課題】 

 社員がイラストを作成していることから、フリー素材の利用や過去

に作成したイラストを蓄積し活用するなどして、属人的な作業の解

消に努めている。 

 

事業者名 鶴見サンマリン株式会社 

担当：総合企画室 経営企画担当（連絡先：０３-３５９１-１１３３） 

 



 

（ 収集・展開したヒヤリ・ハット情報の事例１ ＜航行中＞） 

 



 

（ 収集・展開したヒヤリ・ハット情報の事例２ ＜その他・入渠 保守整備＞） 
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